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STUDY PLAN 4 政策立案について 
 
参加者のみなさん、リサーチの調子はどうでしょうか？ 
ある程度リサーチが進んでくると、自国について、そして議題に関する自国の立場や状況

が徐々に分かってくると思います。 
次のステップとして、会議に臨むための自国の「政策」を立ててみましょう。 
 
政策とは？ 
政策とは、一言で説明すると、「会議の議題に対して、自国が提案する解決策」です。しか

しながら、その政策は、各国の立場や利害が反映されたものであり、各国それぞれ議題に

関する利害関係や問題意識が異なる以上、議場では「子ども兵」に関して様々な政策が提

案されることでしょう。 
議題の現状と理想の間にあるギャップを認識し、そのギャップを国益・国際益（世界全体

の利益）のバランスをとりながら、効果的な政策で埋めていくことが、各国大使には求め

られます。 
各国大使のみなさんには、会議に臨むにあたり、議場において自国がどんな政策を提示し、

どんなことを主張するのか、会議前に自国の「政策」を考えてもらいたいと思います。 
 
 
政策立案を実際にやってみよう 
子ども兵についての担当国の立場を整理しながら、議場においてどんな政策を主張してい

くか、考えてみましょう。 
以下のやり方は、政策立案のプロセスのほんの一例ですが、参考になる部分を活用してみ

てください。 
 
 
A． 子ども兵と担当国の関連性を整理する 
  →担当国に子ども兵は存在するか（直接的関連性） 
  →子ども兵が使用されている紛争に自国はどうかかわっているか（間接的関連性…武

器貿易、麻薬貿易、政治的介入など） 
→自国の子ども兵に関する条約等（詳しくは BG 参照）への批准状況 
→国内法の規定（子供の権利保護に関して、徴兵制のきまりなど） 

 



 

 
B． 子ども兵に関する自国の国内的・国際的取り組みを整理する 
  →国連での発言、投票行動 
  →国内的な取り組み・二国間援助・多国間援助など 
     
 
C．AとBを掘り下げてみよう。それらの、担当国の姿勢や取り組みの背景となる理由は何

だろうか。（例：なぜ条約に批准していないのか。なぜ国際会議で、Bで調べたような

発言を行っているのか。国内問題との関連性は？経済的利害関係、政治的利害関係な

ど、いろいろな側面から考えてみよう。） 
 
 
D．A，B，Cを踏まえて、以下の子供兵に関するそれぞれの質問に対する「自国の方針」

を考えてみよう。（「方針」と書いたが、その答えとして、「取り組みは必要ない（自国

の立場をかんがみると、取り組むことで自国の国益を損なう）」と考える国も存在しう

るだろう） 
→これ以上子ども兵を生み出さないためには、どのような取り組みが必要と考える

か？ 
→紛争下の子ども兵には、どのような保護・措置が必要と考えるか？ 
→紛争後、元子ども兵をどのように扱っていけばいいと考えるのか？ 

   
 
E．Dの答えの根拠・理由は何だろうか？  
 
 
F．BGにも記述したように、「子ども兵」に関する問題は様々である。自国の立場、そして

国際社会の現状・動向・議論の必要性を踏まえた上で、自国が議場で優先的に取り組

むべきだと思う問題は何だろうか？優先順位をつけてみよう。 
また、取り組みたくない（議場で触れられると困る）点はあるだろうか？  

 
 
G．Fで考えた優先順位も鑑みながら、それらの「問題」に対する自国の解決策を考えてみ

よう。 問題を解決するためには、「誰」が（例：国際社会が、紛争当事国が）「何を」

しなければならないのか、提示してみよう。 
また、それらの問題は、何が本質的に問題なのか？また、どうして今まで解決にいた



 

らなかったか？についても考えてみよう。 
 
 
H．D．E．F．Gで考えたことを踏まえて、「自国がこの会議において達成したいこと」と、

その達成したいことの最低ライン（ボトムライン：ここだけは絶対に譲れない点）を考

えてみよう 
 
 
I．H. Gで掲げた「自国が達成したいこと」を会議で実現させるためには何が必要だろうか?

また、Fで挙げた「自国が触れてほしくないこと」を会議で他国に持ち出されたらどう

対応していくか。 
→議場では、どのような点でどんな国と協力できそうか（同じ主張・立場の国など） 
→議場では、どのような点でどんな国と対立しそうか（自国が達成したいことを議場

で実現する場合、どんな障害が考えられるか？） 
 
 
 
このように考えていくと、自国が議題に対してどんな問題意識をもち、またその問題にど

んな解決策を提示したいのか、という各国の政策（＝議場での主張）が分かってきたと思

います。 
 
その、自分たちが立てた政策を、最後にもう一度チェックしてみましょう。 
≫その政策は、自国の基本的外交方針や、憲法に反していないか？ 
≫その政策は、十分な論拠・理由を元に策定されているだろうか？ 
≫その政策は実現可能かどうか？問題解決に有効だろうか？ 
≫国益と国際益のバランスはとれているか？ 
 たとえ、どんなに国際益（世界全体の利益）に優れた政策でも、それが担当国の利害を

著しく損なうものであれば、それは自国の国民に受け入れられないでしょう。各大使の

みなさんは、国際問題を話し合う場にいる、それぞれ「政府代表」であり、それぞれ一

国の国民を背負っているのです。国際問題を解決すると同時に、自国の国民の利益も守

らなければならない立場にあります。 
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